
平成２２年度「中海会議」（仮称）第１回会議 次第 

 
 

日時：平成２２年４月２２日（木） 
場所：米子コンベンションセンター 

 ２階 国際会議室 
１ 開 会 

 

２ 両県知事及び中国地方整備局長あいさつ 

 

３ 構成員紹介 

 

４ 議 事 

 
（１）「中海会議」設置要綱（案）について          （説明：鳥取県企画部） 

（２）報告・協議事項 

  ア 中海及び境水道の堤防、護岸等の整備 

（ア）河川整備計画及び中海湖岸堤等整備について    （説明：中国地方整備局） 

  イ 中海の水質及び流動など 

  （ア）水質の状況及びモニタリング実施状況       （説明：鳥取県生活環境部） 

（イ）水位、流向・流速調査の実施状況         （説明：出雲河川事務所） 

（ウ）水質改善に向けた取組状況（第５期水質保全計画 他）（説明：島根県環境生活部） 

  ウ 中海沿岸農地の排水不良 

（ア）農地の排水不良の状況              （説明：米子市） 

  エ 中海の利活用 

  （ア）ラムサール登録５周年事業内容          （説明：鳥取県生活環境部） 

（イ）中海圏域振興ビジョンの策定状況         （説明：中海市長会事務局） 

（ウ）当会議での取り組みの方向性           （説明：鳥取県企画部） 

  オ その他 

 

５ 閉 会 



平成２２年度「中海会議」（仮称）第１回会議 出席者名簿 

 

【構成員】 

団 体 名 職  名 氏   名 

国土交通省（中国地方整備局） 局 長  福 田  功 

農林水産省（中国四国農政局） 局 長    勝 山  達 郎 

米子市 市 長    野 坂  康 夫 

境港市 市 長  中 村  勝 治 

松江市 市 長    松 浦  正 敬 

安来市 市 長    近 藤  宏 樹 

東出雲町 町 長    鞁 嶋  弘 明 

島根県 知 事    溝 口  善兵衛 

鳥取県 知 事    平 井  伸 治 

 
 

【オブザーバー】 

団 体 名 職  名 氏   名 

防衛省（航空自衛隊美保基地） 司 令    田 中  淑 智 

環境省（中国四国地方環境事務所） 所 長    徳 丸  久 衛 

 



平成２２年度「中海会議」（仮称）第１回会議 出席者名簿 

【幹事】 

団 体 名 職  名 氏   名 

河川部長    吉 田  延 雄 国土交通省（中国地方整備局）

出雲河川事務所長  平 山  大 輔 

農林水産省（中国四国農政局） 整備部長    中 西  憲 雄 

米子市 副市長    角    博 明 

境港市  副市長    安 倍  和 海 

松江市  副市長    中 村  光 男 

安来市  副市長    渡 部  和 志 

東出雲町  副町長    山 崎  功 

境港管理組合  港湾管理委員会 
事務局長    小 倉  誠 一 

 政策企画局長    藤 原  孝 行 

 環境生活部長   月 森  憲 三 

 農林水産部長    石 垣  英 司 

(代理：農村整備課長 植野栄治) 

島根県 

 土木部長    西 野  賢 治 

 企画部長    髙 橋  謙 司 

 生活環境部長    法 橋    誠 

 農林水産部長    鹿 田  道 夫 

 県土整備部長    古 賀  俊 行 

鳥取県 

 西部総合事務所長    林    昭 男 



平成２２年度「中海会議」（仮称）第１回会議 出席者名簿 

【部会関係者･随行】 

団 体 名 所  属 職  名 氏  名 

中国地方整備局 河川部河川計画課 課長 中須賀 淳 
  建設専門官 後藤 寿久 
  課長補佐 坂本 泰正 
 出雲河川事務所 技術副所長 溝山 勇 
   工務課 課長 青戸 生治 
   課長 服部 洋佑 
   

計画課 
専門職 井上 綱雄 

   課長 西尾 正博 
   水質調査係長 水谷 一馬 
   

水環境課 

専門員 水永 勲 
   中海出張所 所長 片寄 秀樹 
   大橋川出張所 所長 田原 衛 
中国四国農政局 課長補佐 山内 清司 整備部農地整備課 

特定地域係長 原田 正人 
所長 野道 彰一 

 
 中海干拓建設事業所 

技術専門官 石原 宏徳 
航空自衛隊美保基地 装備部 部長 浜崎 英孝 
中国四国 環境対策課 環境管理専門官 足立 昇 

地方環境事務所 所長 甲斐 茂 
 

米子自然環境事務所 
自然保護官 角  智則 

米子市 部長 皆尾 雅人 
 

企画部 
次長兼企画課長 湯浅 隆司 

   企画課 企画員 池口 寿美子 
 環境政策局環境政策課 課長補佐 矢末 誠 
 経済部 部長 山本 茂樹 
 課長 八幡 久男 
 

 農林課 
 課長補佐 油木 均志 

 建設部 部長 山下 徹 
  土木課 課長 足立 忠久 
境港市 建設部 部長 洋谷 英之 
 課長 岡嶋 利行 
 

 管理課 
課長補佐 灘  英樹 

 産業環境部 部長 山本 修 
 環境防災課 課長 藤川 順一 
 

 
水産課 課長 足立 明彦 

松江市 政策部 部長 川原 良一 
  次長 松本 純一 
 

  
 大橋川治水事業推進課 主幹 古藤 俊光 
市民生活部  部長   仁田 隆敏 安来市 
基盤整備部 部長 井上 博 

  次長 坂田 博 
境港管理組合 港湾管理委員会事務局 次長 森田 豊充 
  工務課 課長補佐 石飛 重義 



 

団 体 名 所  属 職  名 氏  名 

島根県 政策企画局 統括政策企画監 大國 羊一 
  政策企画監室 政策企画監 松村 憲樹 
   副政策企画監 星野 充孝 
     企画員 綿貫 純也 
  秘書課 課長 田部 宏治 

環境生活部 次長 小池 律雄  
 自然環境課 課長 板倉 宏文 

 課長 松浦 芳彦 
 

環境政策課 
管理監 馬庭 章 

 宍道湖・中海 
対策推進室長 

酒嶋 優 

 

 

企画幹 藤原 敦夫 
 健康福祉部保健環境科学研究所 

環境科学部水環境グループ 科長 神谷 宏 

 土木部斐伊川神戸川対策課 課長 天津 芳郎 
  企画幹 肥後 廣志 
鳥取県 企画部企画課 課長 亀井 一賀 
  課長補佐 木本 美喜 
  企画員 西川 泰介 
  企画員 古曳 正道 
  企画員 吉野 知子 
 生活環境部 次長 三木 文貴 
  水・大気環境課 課長 広田 恭一 
   課長補佐 若林 健二 
   水環境保全室長 近藤 一幸 
   主幹 田中 将 
   副主幹 福政 民栄 
 農林水産部農地・水保全課 課長 中村 均 
 県土整備部河川課 課長 竹森 達夫 
  課長補佐 田村 満男 
  主幹 山根 裕文 
 西部総合事務所県民局 副局長 永島 照夫 
  参事 関  孝信 
  生活環境局 局長 田倉 恭一 
    副局長 金涌 孝則 
  農林局 局長 宮本 京子 
    地域整備課長 福原 清 
  県土整備局 局長 長本 敏澄 
   計画調査課長 新 浩薫 
  
 



【会場：米子コンベンションセンター2F国際会議室】

中海会議(仮称）第1回会議配席図

【入 口】

●中国四国農政局長 ●中国地方整備局長

●中国四国
　 　　環境事務所長

●米子市長

●境港市長

●松江市長

●安来市長

●東出雲町長

●鳥取県知事 ●島根県知事

○河川部長

○整備部長

○松江市
　 　 副市長

○安来市
　 　 副市長

○米子市
　 　 副市長

○境港市
　　  副市長

○東出雲町
    　副町長

○県土整備部長 ○生活環境部長

○農林水産部長○西部総合事務所長 ○政策企画局長

○土木部長

＜一般席＞

○環境生活部長

○農林水産部長

＜島根県＞＜鳥取県

●航空自衛隊
　 　 美保基地司令

＜農政局＞

＜米子市

＜境港市＞

＜整備局＞

＜松江市

＜安来市

＜環境省＞

○境港管理組合港湾
　　管理委員会事務局長

○鳥取県企画部長
＜報道機関 ＜報道機関＜防衛省＞

【事務局】

○出雲河川事務所



平成２２年度「中海会議」（仮称）第１回会議 配付資料一覧 

 
 

 

 

 【議事(１)関係】 

 

資 料 １   新たな協議会「中海会議」(仮称)についての整理 

        中海圏域の未来に向けた新たな協議会の設置 

        新たな協議会(イメージ) 

        協定書(写し) 

        中海会議設置要綱(案) 

 

【議事(２)関係】 

 

＜ア関係＞ 

資 料 ２－１ 斐伊川水系河川整備計画(国管理区間)及び中海湖岸堤等整備について 

    ２－２ 斐伊川水系河川整備計画原案抜粋 

    ２－３ 平成２２年度中海湖岸堤整備事業所一覧 

 

＜イ関係＞ 

資 料 ３－１ 水質の状況及びモニタリング実施状況について 

      ３－２ 水位、流向・流速調査の実施状況 

      ３－３ 水質改善に向けた取組状況 

 

 ＜ウ関係＞ 

資 料 ４－１ 中海沿岸(彦名･崎津)農地の排水不良について 

    ４－２ 中海沿岸(彦名･崎津)の農地排水状況調査結果の概要 

 

＜エ関係＞ 

資 料 ５－１ 中海・宍道湖ラムサール条約登録５周年記念事業について(素案) 

      ５－２ 中海圏域振興ビジョン(ダイジェスト版) 

      ５－３ 中海における賢明利用(ワイズユース) 





 

 

新たな協議会（「中海会議」(仮称)）についての整理 
 

 

１ 所掌事務 

（１）中海及び境水道の堤防、護岸等の整備に関すること 
○湖岸提等の整備状況の確認及び整備の円滑化等に向けた協議検討。また、整備の基本的な
考え方やその工程等に変更が生じた場合は、これについて協議検討。 
⇒ 既存組織の「中海護岸等整備促進協議会」は、湖岸提等の円滑な整備を図るため、連絡調整等を

行う「中海湖岸提等整備に係る調整会議」(仮称)に改組し、当会議の部会として位置付ける。 

（２）中海の水質及び流動などに関すること 
○水質・流動等のモニタリング及び分析結果並びに湖沼水質保全計画の進捗状況を確認する

とともに、必要に応じて水質改善策の協議検討。 
⇒ 既存組織の「中海水質改善対策協議会」は、水質や流動等のモニタリング及び分析を行う「中海

の水質及び流動会議」(仮称)を当会議の部会として設置後、発展的に解消する。 

（３）中海沿岸農地の排水不良に関すること 
○排水不良の状況報告及び対策にかかる協議検討 

⇒ 必要に応じて部会を設置する。 

（４）中海の利活用に関すること 
○具体の項目設定は、当会議の議論に委ねる。（例：水産振興、観光振興、環境教育、住民参加） 

⇒ 必要に応じて部会を設置する。 

（５）その他 
 

２ 構成 
○国（国交省中国整備局長、農水省中国四国農政局長）、両県知事、沿岸市町の市長又は町長 

※オブザーバー（環境省、防衛省） 
 

３ 運営 

○議 長：両県知事が共同議長を務める。 
○事務局：両県企画担当部局及び整備局に置く。会議は、開催県が主務を掌る。 
○幹事会：担当部長及び副市(町)長で構成し、会議の事前調整等行う。 
○検討部会：必要に応じて所掌事務にかかる部会を設置し、会議に検討結果を報告。 

既存組織との関係 
◆中海に関する協議会（H13.8.29～） 

（構成）農水省、国交省、両県 
（目的）中海に関する諸問題の調整を図る。 

≪協議項目≫・中浦水門の取扱いとこれに伴い発生する雇用問題 
・中海の水質を始めとする環境改善 
・淡水化中止に伴う代替水源確保対策の実施 

⇒ 「新たな協議会（仮称：中海会議）」を設置後、発展的に解消。 
 

◆中海護岸等整備促進協議会（H17.7.25～） 
（構成）国交省、防衛省、両県、沿岸市町、境港管理組合 
（目的）中海の護岸等の整備の促進を図る。 

⇒ 湖岸提等整備の円滑化等を図るため、相互に連絡調整等を行う「中海湖岸堤等整備に関
する調整会議」（仮称）に改組し、当会議の部会として位置付ける。 

 
◆中海水質改善対策協議会（H18.7.28～） 

（構成）両県、沿岸市町、（オブザーバー：国交省、環境省） 
（目的）両県で水質の調査・分析を行うとともに、水質改善措置等について検討。 

≪検討項目≫・水質モニタリングの実施及び分析 
・水質改善のための方策 
・その他必要な事項 

⇒ 水質及び流動などのモニタリング及び分析を行う「中海の水質及び流動会議」(仮称)
を当会議の部会として設置後、発展的に解消。 

 
◇中海水質汚濁防止対策協議会（S52～）← 関係議員も入った水質汚濁防止対策の協議の場であり存置 

（構成）両県及び両県県議会、沿岸市町長及び議長 
（目的）中海の水質汚濁防止対策の促進を図る。 

≪協議項目≫・水質に関する資料、情報等の収集及び交換、水質汚濁防止対策の促進等 
 
 

４ 国の役割 
○国土交通省 ⇒ ・河川管理者として、中海及び境水道の堤防、護岸等の整備全般並びに中海の水質

及び流動などのモニタリング 
○農林水産省 ⇒ ・中海沿岸農地（特に排水不良）に関する知見提供及び支援等 
○環境省   ⇒ ・中海の水質改善及び環境保全に関する知見の提供 
○防衛省   ⇒ ・防衛省管轄区域の護岸整備に係る調整等 
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